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75九 州 女 子 大 学 紀 要 第55巻２号
項 目 F1 F2 F3 F4 F5 F6
第 1 因子：外発自尊 α＝ .85
テストで成績がいいと親や先生にほめてもらえるから。 .83 .12 .20 .08 .01 -.01
成績が良ければ仲間から尊敬されるから。 .67 .34 .04 .11 .08 .05
ライバルに負けたくないから。 .62 .06 .23 .09 .15 .01
勉強が人並みにできないと自信がなくなってしまうから。 .51 .34 .16 .16 .27 -.08
成績が良ければ小遣いや褒美がもらえるから。 .50 .20 -.09 -.09 .06 .15
親や好きな先生に認めてもらいたいから .50 .26 .27 .10 .08 .16
勉強が人並みにできないのは悔しいから。 .49 .23 .29 .21 .32 -.18
勉強しないと親や先生に叱られるから。 .44 .37 -.15 -.19 .17 .06
第 2 因子：関係性 α＝.87
勉強しないと親や先生に悪いような気がして .40 .46 .11 .02 .15 .04
周りの人たちが勉強するのでそれにつられて .27 .87 .13 -.12 .09 .09
みんながやるから何となく当たり前に思って .22 .82 .05 -.06 .07 .05
みんながやることをやらないと可笑しいような気がして .36 .75 -.01 -.12 .09 .05
第 3 因子：実用性 α＝.80
勉強しないと将来仕事の上で困るから .08 .11 .74 .04 .24 .13
学んだことを将来の仕事にいかしたいから .12 .01 .66 .14 .02 .17
勉強で得た知識はいずれ仕事や生活の役に立つから .03 .07 .61 .33 .12 .09
仕事で必要になってから勉強したのでは遅いから .14 .01 .60 .04 .11 .08
勉強したことは生活の場面で役に立つから .09 .03 .49 .37 .06 .15
第 4 因子：内発動機 α＝ .78
新しいことを知りたいと思う気持ちから .05 -.02 .05 .79 -.04 .06
いろいろな知識を身につけた人になりたいから .02 .00 .11 .70 .05 .00
何かができるようになるのは楽しいから .08 -.04 .11 .62 -.02 .12
いろいろな面から物事が考えられるようになるため -.04 -.15 .17 .54 .04 .16
わからないことはそのままにしておきたくないから .08 -.06 .13 .48 -.11 .28
第 5 因子：外発報酬 α＝ .86
学歴がいい方が社会に出てからも得なことが多い。 .18 .06 .18 .01 .80 .18
学歴があれば大人になって経済的に良い生活ができる。 .17 .11 .14 -.02 .76 .12
学歴がよくないと大人になっていい仕事先がないから。 .10 .13 .13 -.05 .74 .07
第 6 因子：訓練性 α＝.74
学習の仕方をみにつけるため .08 .13 .28 .13 .09 .67
勉強することは頭の訓練になると思うから .04 .17 .18 .15 .14 .66
合理的な考え方ができるようになるため -.02 -.08 .09 .36 .12 .57
因子間相関 F1 .62 .32 .11 .38 .19
F2 .17 -.09 .30 .16








項 目 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7
第 1 因子：対人関連志向 α＝.87
できれば人を監督したり統率していくような仕事がしたい。 .76 .12 .13 .10 .06 -.11 .12
将来，何人かの部下を管理統率していける自信がある .71 -.04 .22 .11 .17 -.19 .15
たとえ苦労は多くても，権力が持てるような仕事がしたい。 .67 -.08 .09 .06 .23 -.07 .27
人と会ったり，話をしたりする機会が多い仕事につきたい。 .63 .26 .23 .13 -.29 .09 .07
努力さえすれば，一流の営業マンとしてやっていける自信がある。 .63 .05 .25 .07 .16 -.05 .14
人を説得したり勧誘したりすることに，興味がある。 .62 .02 .22 .06 .03 .06 .16
自然や機械など相手にするより人間を相手にする仕事がしたい。 .55 .24 .18 .12 -.20 .09 .09
将来は，技術者よりも，会社の経営陣の一員として手腕を発揮したい。 .47 -.02 .13 .12 .30 .03 .13
教育関係の仕事がしたい。 .44 .30 .01 .61 -.31 .00 .04
第 2 因子：心理充足志向 α＝.83
多少収入は低くても，自分の能力や個性をフルに発揮できる職場へ就職 -.04 .79 .20 -.01 -.11 -.05 .08
昇進や成功のチャンスが少なくても，世の中のために役立つ仕事 .22 .71 .06 .13 -.09 -.05 .01
経済的にそれほど恵まれてなくても，世の中のためにつくせる仕事 .22 .70 .04 .09 -.08 .04 .05
多少収入は低くても，暖かい人間味ある職場へ就職したい。 -.17 .69 .05 .07 -.05 .10 -.02
第 3 因子：クリエイティブ志向 α＝.84
つねにアイデアや独創性が求められる仕事をしていきたい。 .22 .09 .81 .05 .07 -.10 .14
日々，内容が変化に富んだ仕事がしたい。 .28 .16 .72 -.02 -.02 -.08 .12
決められた仕事より，創意工夫が求められるような仕事がしたい。 .17 .18 .66 .06 .15 -.08 .06
決まった内容を毎日くり返す仕事は，自分には耐えられない。 .26 .01 .58 .03 -.07 -.09 .01
第 4 因子：公務員・教員志向 α＝.77
できれば公務員になりたい。 .10 .06 .02 .86 .03 .24 .08
できれば公務員として専門関係の仕事をしていきたい。 .07 .01 .10 .75 .04 .19 .10
学校の教師は，自分にとって魅力ある職業の１つである。 .37 .31 -.02 .59 -.22 -.02 -.01
第 5 因子：事務関連志向 α＝.68
いわゆる現場の仕事よりも，事務所内でする仕事がしたい。 -.19 -.07 -.21 -.01 .67 .15 -.02
体をつかう仕事よりも，頭をつかうことの多い仕事がしたい。 .14 -.02 -.01 -.05 .54 -.07 -.01
書類の作成，簡単な経理など，一般的事務処理能力には自信がある。 .05 -.01 .20 -.04 .53 .00 .03
美しいオフィスで仕事ができる職業につきたい。 .16 -.14 .11 -.06 .49 .22 .09
自分の個性や能力の発揮より収入の高さや安定性の方を重視したい。 .10 -.30 -.12 .19 .40 .38 .16
第 6 因子：安定的志向 α＝.70
仕事内容は平凡でも，安定した失業の怖れのない職場へ就職したい。 -.15 .01 -.12 .18 .03 .84 -.05
昇進成功のチャンスが少なくても，雇用が安定し失業の怖れのない職業 -.14 .07 -.09 .10 -.01 .75 -.12
仕事の内容が平凡でも，世間体（社会的評価）のよい職業 .16 -.03 -.10 .09 .17 .44 .14
第 7 因子：個性発揮志向 α＝.69
労働時間が長くても，昇進や成功のチャンスの多い仕事につきたい。 .27 .15 .14 .09 .03 -.04 .73
たとえ仕事がきつくても，高い収入のかせげる職業につきたい。 .29 -.19 .04 .08 .04 .21 .63
同僚と競争が激しくても自分の能力や適性が生かせるような職業 .28 .31 .20 .04 .00 -.15 .48
大企業で歯車として働くより，中小企業で能力や個性が発揮できる職場 .11 .33 .07 .07 .11 -.10 .30
因子間相関 F1 .26 .46 .47 .02 -.08 .49
F2 .24 .28 -.20 .01 .24
F3 .17 -.01 -.20 .32
F4 -.05 .21 .25
F5 .21 .08
F6 -.02







































ｎ＝57 F 値 多重比較
対人関連志向
M 2.77 3.09 2.39 2.96
11.81***
Ⅲ<Ⅰ* Ⅲ<Ⅱ***
Ⅲ<Ⅳ***SD .76 .70 .76 .94
心理充足志向
M 3.85 3.77 3.58 3.86
1.49ns ｎs
SD .85 .74 .72 .93
クリエイティブ志向
M 3.27 3.21 2.83 3.36
4.08***
Ⅲ<Ⅰ*，Ⅲ<Ⅱ*
Ⅲ<Ⅳ**SD .80 .81 .99 1.01
公務員・教員志向
M 3.44 3.82 3.06 3.69
8.38*** 
Ⅲ<Ⅱ***
Ⅲ<Ⅳ**SD 1.12 .90 1.06 1.07
事務関連志向
M 2.82 3.36 3.13 3.11
7.34*** Ⅰ<Ⅱ***
SD .81 .67 .60 .78
安定的志向
M 3.46 3.89 3.55 3.77
5.74** Ⅰ<Ⅱ** Ⅲ<Ⅱ*
SD .90 .60 .75 .75
個性発揮志向
M 3.40 3.56 3.15 3.65
5.71** Ⅲ<Ⅱ** Ⅲ<Ⅳ**
SD .79 .67 .71 .79
職業生活観全体
M 3.29 3.53 3.10 3.48
16.95***
Ⅰ<Ⅱ** Ⅲ<Ⅱ***



















TotalクラスターⅠ クラスターⅡ クラスターⅢ クラスターⅣ
学年
ｎ 29 85 25 32 171
58.401 年生 ％ 9.90 29.00 8.50 10.90
Adj -.20* 2.90** -2.90** -.40**
ｎ 9 16 17 14 56
19.102 年生 ％ 3.10 5.50 5.80 4.80
Adj -.30** -2.40* 2.00* 1.20
ｎ 13 24 18 11 66
22.503 年生 ％ 4.40 8.20 6.10 3.80
Adj .60** -1.20 1.60 -.60**
Total
ｎ 51 125 60 57 293








ｎ＝66 F 値 多重比較
対人関連志向
M 3.00 2.71 2.65
5.84**
2 年生<1 年生*
3 年生<1 年生**SD .76 .91 .81
心理充足志向
M 3.83 3.59 3.74
1.85ns ｎs
SD .81 .81 .76
クリエイティブ志向
M 3.25 3.14 3.00
1.83ns ｎs
SD .88 .96 .93
公務員・教員志向
M 3.85 3.25 3.14
15.90*** 
2 年生<1 年生***
3 年生<1 年生***SD .95 .87 1.14
事務関連志向
M 3.07 3.27 3.33
3.80* 1 年生<3 年生*
SD .76 .64 .69
安定的志向
M 3.75 3.61 3.72
.84ns ｎs
SD .74 .72 .74
個性発揮志向
M 3.53 3.44 3.32
1.86ns ｎs
SD .74 .74 .72
職業生活観全体
M 3.47 3.29 3.27
6.81**
2 年生<1 年生*
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Empirical studies on categorizing learning motivation and 
vocational values view
Enka TOMONO
Faculty of Humanities, Department of Education and psychology,
Kyushu Women’s University
1-1 Jiyugaoka, Yahatanishi-ku, Kitakyushu-shi, 807-8586, Japan
Abstract
　This study examines characteristics of vocational values by categorizing learning 
motivation, and examines whether there are differences depending on grade level. 
A questionnaire survey was conducted on 293 college women. Cluster analysis 
categorized learning motivation into four group types: “spontaneous motivation”, 
“high comprehensive motivation”, “low comprehensive motivation”, and “practical 
motivation”. Factor analysis results indicate seven factors in vocational values. In 1st 
grade, the rate of “high comprehensive motivation” group is high, and “interpersonal 
oriented”, “civil servant and teacher oriented” is significantly high, but in 2nd and 
3rd grade, these rates decrease and comprehensive motivation becomes lower. In 
3rd grade, from the perception of reality, “clerical work oriented” becomes higher. In 
the case of “psychological satisfaction oriented”, there is no significant difference 
between categories, and those who seek mental satisfaction such as social contribution 
for a vocational values are unlikely to change their motivation. It is suggested that 
educational support and intervention for connection with occupation is desired from 
2nd grade in the “low comprehensive motivation” group because they have a passive 
attitude to learning and motivation is low.
Key words：college women, learning motivation, vocational values, cluster analysis 
categorizing
